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＜連絡事項＞

・家族連絡について～PSWより、入院患者様の青森県外在住の家族へ電話連絡して、被害状況等を確認していますが、連絡が取れない家族もいます。引き続き連絡をし、連絡が取れない場合は、各住所地の行政へも確認していく様にするとの事です。
北病棟の患者様は3名となっています。（伊藤雄一様・菊池明子様・田野端忠夫様）
･定期寝具交換について～寝具交換を毎週水曜日の朝に実施していましたが、業者　　　　

休業になる為、中止となります。寝具の汚染がみられた際は適宜に交換していきましょう。

・準夜チーフ変更～3/16（水）準夜チーフ　佐々木SGM→山田MNsへ変更となります。
・本日のセレクトは中止となります。今後の再開については未定ですが、決まり次第追って連絡致します。

・山形さくら町病院と公徳会病院のスーパー救急のパンフレットを病棟に置いておきます。参考に見て下さい。　

・田野端　忠夫様～本日、実施予定となっていた、生活保護実態調査が延期となっ　ています。実施日時が決まり次第、PSWより連絡が来る事となっています。

◎今後について

・服装→寒さ対策として、私服での勤務可となります。

・宿泊→ガソリン切れ等での交通手段がないスタッフへ、青山荘の3階の部屋を貸　　　　　

し出します。利用するスタッフは、佐々木SGMまで連絡をして下さい。

・食事→食事の提供はなくならない事を患者様に伝えていき、安心出来るよう声掛けしていきましょう。

・消耗品→入荷が未定との事なので節約していきましょう。（トイレットペーパー・石鹸・洗剤・ディスポ等）在庫に限りがある事、入荷があり次第、連絡をする事を患者様に説明し、節約に協力して頂きましょう。

・ボイラー→故障中なので、直り次第お知らせします。

※患者様に不安・心配を与えないように説明していきましょう。

＜栄養より＞

・食事内容の見直しを実施します。品数の変更はありませんが、副食を増量します。食事について訴え聞かれたら、栄養士に連絡下さい。

＜田名部Drケースカンファ＞

・飯豊　信雄様～禁止となっているカップラーメンを購入していましたが、今週2回摂取されています。摂取時、マーガリンを入れる事あり、脂肪分多めの摂取がみられています。脂質異常症の方なので、摂取方法を振り返り、指導していきましょう。

　　　　　診察：最近の調子は変わりないとの事です。機械音での幻聴はあるも、他者への被害妄想・興奮等はないと話されています。買い物の際

金額や内容を考えて購入するようにと指導されています。

・倉橋　生子様～10日の準夜帯にて同室者へ怒鳴る事あり。その後、カウンター前で一方的に大声でスタッフへ話掛ける事があり、他患者様より怒鳴られる事がありました。一人の行動が、他患者様に影響を及ぼしてしまう事もありますので、自制できるように介入していきましょう。トラブル続くようであれば、環境調整を視野に検討していく事情報提供しています。

　　　　　診察：他患者様とのトラブルについて主治医より理由問われるも、「理由は分からない」と話されています。主治医より、トラブル等続くようであれば、病棟を変えなければならないと説明を受け、了解しています。引き続き、精神症状の観察をしていきましょう。

・菊池　明子様～食事・日課への取り組みは遅れなく出来ている事、宮城県のご家族へ連絡を取っていた事を情報提供しています。主治医より、連絡が取れない事により、不安が増強し、病状悪化へ繋がらないか、要注目とするとの事。

診察：本人より、地震で仙台近郊の両親との連絡が取れない事が不安と話されています。調子については、夜間睡眠の中途覚醒があり、日中の眠気の訴え聞かれています。定期薬の変更はありません。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。

・袴田　将志様～家族面談について、ご家族より日程決まり次第連絡頂く予定でした　　

が、連絡がない為、再度確認する事を情報提供しています。

診察：本人地震への不安はなく経過されています。今後について、おいらせ町の親戚の保育園で働きたいと話されています。青山荘への意向については、自宅退院を希望されているも、主治医より、青山荘への入所を進められ、渋々了解されています。
































































